
The University of Tokushima (2011)〉 General Education〉 [⇒Japanese]

Living and Society
Modern Society and Law (夜間主 (全 1∼ 4年))

Katsuyuki Uehara ·Associate Professor / Institute of Socio-Arts and Sciences

2 units 前期 木 11・12
(平成 19年度以前の授業科目:『生活と社会』) (平成 16年度以前 (医保は 17年度以前)の授業科目:『法律学』)

Target〉 「社会あるところに法あり．」われわれの市民生活は法ぬきには考える
ことはできないほど，それを意識するかしないかはともかく，法に囲まれて生
活している．法とは一定の，社会を見る視点であり，本授業では，法的思考を
身につけることにより，現代社会をこれまでとは違った観点から見ることが
できるようになることを目的とする．

Outline〉 はじめに法とは何か，近代法とは何か，また，法が他の社会規範とど
のように区別されるのかを明らかにしたうえで，われわれの社会生活に関係
する財産法，家族法，刑法等についての具体的な問題を検討していく．

Keyword〉 law, moral, estate, family, crime
Relational Lecture〉 “Living and Society/Economics and Law”(0.5), “Living

and Society/Family Law”(0.5)

Goal〉
1.法的な諸概念を正確に理解すること
2.法的な論理を理解すること
3.法的なものの見方を文章で説得的に展開することができること

Schedule〉
1.法とは何か 1)法の分類
2.法とは何か 2)近代法の観念
3.法とは何か 3)法と道徳
4.財産と法 1)法的人格
5.財産と法 2)財産権 物権
6.財産と法 3)財産権 債権
7.財産と法 4)財産権 物権と債権の関係
8.家族と法 1)家族法の推移
9.家族と法 2)婚姻をめぐる法

10.家族と法 3)離婚と法
11.家族と法 4)相続
12.犯罪と法 1)概説
13.犯罪と法 2)罪刑法定主義
14.犯罪と法 3)刑法の機能

15.犯罪と法 4)刑事訴訟手続
16.犯罪と法 5)刑事訴訟手続の諸問題

Textbook〉
�教科書は特に指定しないが，法令集 (六法)を持参すること．
�【参考書等】については，適宜指示する

Evaluation Criteria〉 筆記試験を中心とし，小テスト，授業への取り組みなど
(20%)を総合的に評価する．

Re-evaluation〉 無
Message〉 授業はあくまでも出発点であると考え，授業だけに満足せず自ら積極
的に学ぶ姿勢を大切にしてください．

Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=221611
Contact (Office-Hour, Room, E-mail)〉
⇒ Uehara (+81-88-656-7173, uehara@ias.tokushima-u.ac.jp) Mail (Office

Hour: 前期:水曜日 12時から13時 総合科学部1号館3階(行政法研究室))
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